
登録者(課長)名【1】 教育企画課長　早川　礼成

施策評価シート
教育企画課(学校運営課、教育指導課、教育

【一次評価】主管課(関係課)【2】
【施策の概要】

支援課)

検
証
項
目

施策成果の目標達成状況
■まだ未達成 □ほぼ達成 □目標を大きく上回る

【14】施策名【3】 分野【4】 まちづくりの方向性【5】 施策の
成果と課題 意識調査での満足度

創造性豊かな子どもたちが育つた □平均を下回る ■ほぼ平均 □平均を上回る創1-3 学校教育の充実 創造性の育つまちづくり 【15】めに
施策実現へむけた施策全体の課題【6】 施策の目標【8】 ◇ひばりが丘中学校の建替は、実施設計を作成し、建設工事に着手しています。
キーワード【7】 ◇（仮称）第10中の建設に伴う通学区域の見直しについて「ひばりが丘中学校及び田無第二中学校通学区域見直し

　国際化や情報通信技術（IＣT）の普及などに伴い、教育の内容は多様化してきて ◆生きる力を育むため一人ひとりが輝き、生 等に関する地域協議会」を設置し、検討をはじめました。
います。子どもたちが生きる力を育み確かな学力を身につけるための学習内容の対 の確かな学力の向上 きる力を育む活力ある ◇中原小学校の建設は、児童の保護者等の市民、学識経験者等で構成する「中原小学校建替協議会」で取りまとめ
応が進む一方で、いじめや不登校などの問題、子どもの基本的な生活習慣の乱れや ◆子どもの成長と心の学校づくりをめざしま 施策の成果と課題た検討報告書を基に、基本設計を作成しました。
社会性の低下などが社会問題となっています。 ケアのための相談機能す。 (取組成果や目標 ◇教育情報については、「教育情報化推進計画」を策定し、本計画を基にした学校教育環境の向上を図ります。
　市立小・中学校の多くは、昭和30年代から40年代に建てられているため、今後の の充実 ◇特別支援教育の充実については、教育支援推進委員会を開催し、平成29年度の特別支援教室全校試行開設に向け達成に向けた課計画的な建替え改修等の対応が必要となるとともに、地域によって児童・生徒数に ◆地域とともに子ども た検討をしました。
偏りが生じている現状を踏まえ、適正規模・適正配置の検討を進める必要がありま を見守るしくみ 題、成果向上・ ◇教育相談機能の充実については、教育相談や就学相談等において、臨床心理士や特別支援教育の専門家が、子ど
す。 ◆開かれた学校づくり コスト削減策等) もの課題の背景や保護者の気持ちを的確に把握しながら実施しました。
　一方、学校施設の一般への開放については、児童・生徒の安全面を考慮しつつ、 の推進概要 ◇地域とともに子どもを見守る仕組みづくりとして、市立小学校18校中11校の通学路に、１校当たり防犯カメラ５【16】地域との調整を進めながら慎重に対応する必要があります。 ◆家庭の教育力の向上 台、計55台を設置しました。

◆適正配置を踏まえた ◇家庭の教育力向上については、リーフレットの作成、配布による啓発活動のほか、スポーツスタッキング教室の
施設などの検討 実施を通じて、親子のスキンシップの必要性について理解を深めていただきました。

留意すべき点(都などの制度の変化・その他制約条件・社会環境の変化)【9】

検
証
項
目

施策の重要性の変化◇地方教育行政の組織及び運営に関する法律が改正され（平成27年４月１日施行）、教育委員長と教育長を一本化した新「教育 □弱くなっている ■以前と同程度 □強くなっている
長」の設置や、総合教育会議の設置、教育に関する「大綱」を市長が策定することとなりました。これにより、教育行政におけ 【17】

今後の方針る責任体制の明確化、市としての教育政策に関する方向性が明確化されました。 意識調査での重要度
◇いじめ防止対策推進法が制定され（平成25年６月28日）、さらに本市においても、西東京市いじめ防止対策推進条例を制定し □平均を下回る □ほぼ平均 ■平均を上回る

【18】（平成28年４月1日施行）、いじめの防止等のための対策を総合的かつ効果的に推進することとなりました。
◇「健康」応援都市の実現を目指す上では、学校教育の充実は重要な課題の一つです。 ◇小・中学校の多くが更新時期を迎えるため、「公共施設等マネジメント基本計画」及び「西東京市立学校施設建

事業群名【10】 事業群の施策上の位置づけ【11】 替・長寿命化及び大規模改造等事業計画」に基づき計画的な建替や改修などの対応を進めます。
◇教育情報については、「教育情報化推進計画」に基づき事業の適正化に努め、効率的な運用を行います。

事
業
群

学校教育環境の向上を図ります 総合的な学校教育環境の更なる質の向上
1 ◇特別支援教育の充実については、平成30年度の特別支援教室本格実施に向けて、モデル校実施及び全校試行実施

で明らかになった課題の検討を重ねていく必要があります。今後の方針特別支援教育の充実に努めます 個に応じた教育支援の充実
2 ◇教育相談機能の充実については、学校内の「気づき」を確実に実施するために、スクールソーシャルワークのさ

(具体的な事業群 らなる向上を図ります。
教育相談機能の充実を進めます 子どもや保護者にとって身近で安心できる相談機能の充実

3 や事務事業を示 ◇防犯カメラの翌年度の設置については、既設カメラの位置を勘案しながら設置を進めます。
◇家庭の教育力向上については、公民館と連携しつつ、参加者が増えるよう内容の工夫・改善を図ります。しながら)学校・家庭・地域の連携を支援します 地域とともに子どもを見守るしくみづくり

4
【19】

家庭の教育力の向上を支援します 基本的な生活習慣等を身に付けるための支援
5

【施策の成果】

総
合
評
価

施策内容の
■ 拡充 □ 現状維持 □ 絞込み

年度 24 25 26 27 28 29  方向性【20】
施策実施

指
標
１

名称 目標値 単位 ■ 重点化 □ 現状維持 □ 効率化 「学校教育の充実」に対する満足度 25％ ％ コストの
 方向性【21】

説
明

算
出
式
・

実績値 20.1 20.1 20.1 14.3 14.3 20.3 施策実施教育の内容が多様化するなかで、市が行っている「学校教育の充実」の取組に対す
Ⅰ 成果の向上を図るため、コストの重点化を行う施策領域る評価を、市民意識調査の「市民満足度」により把握します。

  方針【22】
達成率 80% 80% 80% 57% 57% 81%

【一次評価後の事情変更等】

指
標
２

名称 目標値 単位地域教育協力者活用事業数 307件 件

説
明

算
出
式
・

実績値 238 245 290 253 245学校・家庭・地域の連携において地域教育協力者の果たす役割は重要です。これら
の人たちを活かした地域教育協力者活用事業数を増やすことを目標とします。

成
果
指
標

達成率 78% 80% 94% 82% 80% 0% 説明【23】

指
標
３

名称 目標値 単位

【12】

説
明

算
出
式
・

実績値

達成率 【行革本部評価】

総
合
評
価

施策内容の
□ 拡充 ■ 現状維持 □ 絞込み

指
標
４

名称 目標値 単位  方向性【20】
施策実施

説
明

算
出
式
・

実績値 □ 重点化 ■ 現状維持 □ 効率化コストの
 方向性【21】

　学校教育の充実については、ひばりが丘中学校の建替や特別支援教育、教育相談の充実、防犯カメラの設置など
達成率 に取り組んできました。

　市民意識調査結果では、前回調査と比べ満足度・重要度ともに大きな変化は見られません。
達成率の平均値 79% 80% 87% 70% 69% 41% 　学校施設の更新については公共施設等総合管理計画に基づき、財源確保の上、計画的に取り組み、教育情報化に判断理由等

ついても、推進計画に基づく事業の適正化と効率的な運用に努める必要があります。
【市民意見】【13】 【24】 　「健康」応援都市の実現に向けては、教育の役割が大きくなります。学習指導要領の改訂による英語教育や、Ｉ

ＣＴへの対応、教育相談機能の充実など、一人ひとりが輝き、生きる力を育むことのできる環境づくりへの取組も24年度 27年度 29年度
必要と判断しました。

満足度(％) 20.1% 満足度(％) 14.2% 満足度(％) 20.3%
各年次の市民意識調査で、

満足度 満足度 満足度 施策ごとの「満足、やや満 施策実施-0.02 -0.09 -0.03 Ⅴ 成果を維持しつつ、コストも現状を維持する施策領域(平均ポイント) (平均ポイント) (平均ポイント) 足」「重要、やや重要」の   方針【22】
合計値として算出しています。重要度(％) 68.1% 重要度(％) 73.7% 重要度(％) 76.4%

重要度 重要度 重要度1.12 1.3 1.37
(平均ポイント) (平均ポイント) (平均ポイント)



価年度【28

学校施設

】

の適正規模・

適正配置

事

及び学区域見

直しの検

務

討

教育支援課 学校施設

事

の統合による児童や保

業

護者の心理的負担に対

サ

応するため、統合後の

ー

小学校に対

してスクー

ビ

ルカウンセラーを配置

ス

しています。

2,42

貢

0 2,420 0 継続実

献

施

(平成20年度)

中

度

統合校に通うことにな

名

った児童や保護

者にと

称

って、安心で安定した

【

学校生活

を送るために

2

スクールカウンセラー

5

の

支援は重要である。

】

また、教員の相談

対応

担

の時間も確保しやすく

当

なり、円滑

な学校統合

課

に貢献している。

Ｂ

【26】 概要【2

特

7

色ある学校推進事業

の

】

実施

学校運営課 総合的

の

な学習の時間は各学校

評

の創意工夫に任されて

価

いますが、各学校がこ

施

の授業を通し

て特色が

策

出せるよう、必要とな

に

る教材用の消耗品など

お

を配当しています。

2

け

,637 2,637 0

る

改善・見直し

(平成2

位

3年度)

上 各学校の創

置

意工夫による事業が推

づ

進で

きるように教育環

け

境を整えます。

－

【31】
水準との

小学

【

校校舎等建替事業

の実

3

施（中原小）

学校運営

2

課 中原小学校の校舎及

】

び体育館は、昭和34

事

～55年に建設され、

業

経年による老朽が著し

費

い状

態であるため、学

人

校施設建替・長寿命化

件

及び大規模改造等事業

費

計画に基づいて建替事

 

業

を実施しています。

(

34,417 34,4

直

17 0 老朽化した教育

近

施設の計画的な整備を

)

進めることにより、児

【

童がのびやかに

育つ環

2

境づくりに寄与してい

9

ます。

－

】
 比較【30】

小学校校舎等

1

建替事業

の実施（中原

学

小）

教育企画課 児童の

校

保護者等の市民、学識

施

経験者等で構成する「

設

西東京市立中原小学校

の

建替協議会」

を運営し

適

、学校づくりの基本コ

正

ンセプト及び学校建設

規

の基本設計を中心を検

模

討します。

16,61

・

8 0 16,618 老朽

適

化した教育施設の計画

正

的な整備を

進めること

配

により、児童がのびや

置

かに

育つ環境づくりに

及

寄与しています。

－

び学区域見

直しの

中

検

学校校舎等建替事業

の

討

実施（ひばりが丘中

・

教

田無第三中）

学校運営

育

課 ひばりが丘中学校は

企

昭和35年、田無第三

画

中学校は昭和36年に

課

校舎を建設しており、

市

経年

による老朽が著し

立

い状態であるため、学

小

校施設建替・長寿命化

・

及び大規模改造等事業

中

計

画に基づいて建替事

学

業を実施しています。

校

0 0 0 老朽化した教育

の

施設の計画的な整備を

児

進めることにより生徒

童

がのびやかに育

つ環境

・

づくりに寄与していま

生

す。

－

徒数の推移に留意

小学校校舎等大

し

規模改

造事業等の実施

つ

学校運営課 老朽化した

つ

小学校の校舎、体育館

、

、校庭等について、西

「

東京市立学校施設建替

西

・長寿命

化及び大規模

東

改造等事業計画に基づ

京

いて大規模改造を実施

市

しています。平成29

学

年度は、

上向台小学校

校

で校舎工事（Ⅰ期）及

施

び体育館実施設計、田

設

無小学校の校舎基本設

の

計、保

谷第二小学校の

適

校庭実施設計を行って

正

います。

427,95

規

8 427,958 0 老

模

朽化が進んだ校舎、体

・

育館、校庭等

の計画的

適

な改修を行うことによ

正

り、児

童がのびやかに

配

育つ環境づくりに寄与

置

しています。

－

に関する基本方針

小学校

」

校舎等大規模改

造事業

に

等の実施（校庭

の芝生

基

化）

学校運営課 良好な

づ

学校生活を行えるよう

き

に、小学校の校庭の芝

、

生化を行っています。

学

これまで、東

伏見、保

校

谷第一、碧山、谷戸、

施

保谷、柳沢、芝久保小

設

学校、計７校の校庭を

の

芝生化しま

した。

3,

適

326 3,326 0 ヒ

正

ートアイランド対策及

規

び緑化対策に

加え、環

模

境学習効果による教育

・

環境の

充実、地域での

適

コミュニティ形成など

正

に資するものとして実

配

施しています。

－

置及び学区域の見

直しについての協議・検討を行っています。

28,385 3,458 24,927 継続実施

(平成20年度)

中 一部地域における宅地開発等に伴う児

童・生徒数の増加に対応するとともに

、全国的な少子化の進展も踏まえた中

・長期的な視点での検討を行うことに

より、学校教育環境の向上を図ります

。

Ａ

学校施設の適正規模・

適正配置及び学区域見

直しの検討

学校運営課

【

市立小中学校の施設の

施

多くが今後更新時期を

策

迎えることとなるため

内

、計画的な建替や改

修

の

を進めていく必要があ

事

り、学校施設の適正規

務

模・適正配置及び学区

事

域の見直し等によ

る検

業

討と併せて実施してい

貢

きます。

0 0 0 継続実

献

施

(平成20年度)

中

度

学校統廃合をはじめ、

判

学校施設の適正

規模・

定

適正配置を検討するこ

】

とにより

、児童・生徒

創

にとって、より良い教

1

育

環境の実現を図りま

-

す。

－

3 学校教育の充

学校施設の適正

実

規模・

適正配置及び学

総

区域見

直しの検討

教育

コ

指導課 平成27年度か

ス

らは学校施設の適正規

ト

模・適正配置により統

(

合された住吉小学校を

千

ＩＣＴ

教育に関する研

円

究指定校として位置づ

)

け、タブレット型パソ

事

コンや電子黒板を配備

業

し、

先進的な授業を実

群

施しています。

330

2

330 0 継続実施

(平

6

成20年度)

中 住吉小

市

学校での研究を基に、

の

市内小・

中学校におけ

　

るＩＣＴ教育の充実を

　

図

ります。

Ａ

：評



価

0 0 老朽化が進んだ校

年

舎、体育館、校庭等

の

度

計画的な改修を行うこ

【

とにより、児

童がのび

2

やかに育つ環境づくり

8

に寄与

しています。

－

】 事務事業
サービス

中学校校舎等大規模改

貢

造事業等の実施（非構

献

造部材耐震化事業）

学

度

校運営課 大規模地震な

名

どの発災時に、内外装

称

材など非構造部材の崩

【

落等を防止するため非

2

構造部

材の耐震化を実

5

施しています。

0 0 0

】

学校教育施設の防災機

担

能を強化するこ

とによ

当

り、児童がのびやかに

課

育つ安全

かつ安心な環

【

境づくりに寄与してい

2

ま

す。

－

6】 概要【27】

外国人英語指

の

導助手に

よる指導の実

評

施

教育指導課 小学校で

価

は外国語活動等におい

施

て、幅広い言語に関す

策

る能力や国際感覚の基

に

盤を培うた

め、外国人

お

英語指導助手を積極的

け

に活用する等、英語の

る

音声や基本的な表現に

位

慣れ親し

み、言語や文

置

化に対する理解を深め

づ

るとともに、積極的に

け

コミュニケーションを

【

図ろう

とする姿勢を育

3

成しています。中学校

1

ではコミュニケーショ

】

ンの基盤となる語彙数

水

を充

実させるとともに

準

、聞く・話す・読む・

と

書くを総合的に行う学

の

習活動の充実を図って

【

い

ます。

25,832

3

25,832 0 継続実

2

施

(平成28年度)

中

】

西東京市教育計画にも

事

位置付けられて

おり、

業

英語活動・指導の充実

費

並びにわ

が国のと外国

人

の文化や伝統を尊重す

件

る

心の育成、コミュニ

費

ケーション能力の

向上

 

を図ることができます

(

。

Ａ

直近)【29】
 

共同事業の企画、

比

実施 教育企画課 市内に

較

存在する東大生態調和

【

農学機構を活用したひ

3

まわり栽培体験、早稲

0

田大学との連

携による

】

事業、武蔵野大学が実施する学校インターンシップによる年間を通

小

じた教育実

習等を行っ

学

ており、今後も市内大

校

学等との連携を深めて

校

いきます。

17,51

舎

9 901 16,618

等

継続実施

(平成24年

大

度)

中 　保護者、NP

規

O等と連携して、大学

模

が

所有する人的、物的

改

資源を活用した事

業を

造

展開することにより、

等

小学生に対

する教育環

事

境の充実を図ることが

業

でき

ます。

Ａ

の実施（長寿

命化

地域教育

事

協力者活用事

業の実施

業

教育指導課 特色ある教

）

育の推進及び教育活動

学

の充実に向け、積極的

校

に地域の人材を部活動

運

指導やゲ

ストティーチ

営

ャーとして活用するこ

課

とを目的に、学校の年

老

間執行計画に基づき、

朽

地域教

育協力者の謝金

化

を学校に配当していま

し

す。

13,484 13

た

,484 0 継続実施

(

校

平成23年度)

中 積極

舎

的に地域の人材を学校

、

教育に活用

することで

体

、地域社会の教育力を

育

高め

るとともに、家庭

館

・地域と学校のつな

が

に

りを深めることができ

つ

ます。

Ｂ

いて、劣化状況を

家庭の教育力

踏

向上に向

けた取組

教育

ま

指導課 子供たちの基本

え

的な生活習慣や社会性

、

を身に付けるために、

第

学校において、家庭の

２

教育

力の向上を図るた

次

めに、家庭学習や身近

総

な生活習慣に関する学

合

習・生活情報の提供な

計

ど

の支援を進めていま

画

す。

0 0 0 継続実施

(

と

平成26年度)

中 基本

の

的な生活習慣や社会性

整

を身に付け

ることがで

合

き、子供の生きる力を

性

育成

することができま

を

す。

Ｂ

図

りながら、建替・長寿命化及び大規模改造計画事業計画を策定し対応しています。

0 0 0 老朽化が進んだ校舎、体育館、校庭等

の計画的な改修を行うことにより、児

童がのびやかに育つ環境づくりに寄与

しています。

－

小学校校舎等大規模改

造等事業の実施（非構

造部材耐震化事業）

学校運営課 大規模地震などの発災時に、内外装材など非構造部材の崩落等を防止するため非構造部

材の耐震化を実施しています。

0 0 0 学校教育施設の防災機能を強化するこ

【

とにより、児童がのび

施

やかに育つ安全

かつ安

策

心な環境づくりに寄与

内

していま

す。

－

の事務事業貢献度

中学校

判

校舎等大規模改

造事業

定

等の実施

学校運営課 老

】

朽化した中学校の校舎

創

、体育館、校庭等につ

1

いて、西東京市立学校

-

施設建替・長寿命

化及

3

び大規模改造等事業計

 

画に基づいて大規模改

学

造を実施しています。

校

0 0 0 老朽化が進んだ

教

校舎、体育館、校庭等

育

の計画的な改修を行う

の

ことにより、児

童がの

充

びやかに育つ環境づく

実

りに寄与

しています。

総

－

コスト(千円)

事

中学校校舎等大規模

業

改

造事業等の実施（長

群

寿

命化事業）

学校運営

2

課 老朽化した校舎・体

6

育館については、劣化

市

状況を踏まえ、第２次

の

総合計画との整合性を

　

図りながら、建替・長

　

寿命化及び大規模改造

：

計画事業計画を策定し

評

、対応しています。

0



価

迎（小学校のみ）など

年

を行っています。

59

度

,023 42,405

【

16,618 継続実施

2

(平成25年度)

中 学

8

級を運営するために必

】

要な介助員の

配置や、

事

特別支援学級のスクー

務

ルバス

の運行により通

事

学手段を確保し、安定

業

した学級の運営に取り

サ

組んでいます。

Ｂ

ービス 貢献度
名称【2

特別支援学級の運営

5

学校運営課 小学校４校

】

、中学校３校に特別支

担

援学級（固定級）を開

当

設し、必要な予算配当

課

など状況

に応じた対応

【

を進めています。

5,

2

777 5,777 0 継

6

続実施

(平成25年度

】

)

中 知的障害、自閉症

概

・情緒障害の児童・

生

要

徒を対象とした特別支

【

援学級を開設

すること

2

で、教育的ニーズに応

7

じた支

援を行うことが

】

できます。

－

の評価 施策における

通

位

級学級の運営 教育企画

置

課 西東京市教育支援推

づ

進プランに基づき、状

け

況に応じた対応を進め

【

ています。

また、特別

3

支援教室については、

1

平成30年度までの全

】

市立小学校での開設に

水

向けて取組

を進めてい

準

ます。

20,293 3

と

,675 16,618

の

改善・見直し

(平成2

【

0年度)

中 情緒障害等

3

の児童・生徒を対象と

2

した

通級学級を開設す

】

ることで教育的ニー

ズ

事

に応じた支援を行うこ

業

とができます

。

－

費 人件費  (直近)【

通級学級の運営 学校

2

運営課 通級学級につい

9

ては、言語障害に対応

】

した教室として保谷小

 

学校・芝久保小学校に

比

学級

を開設しています

較

。

また、特別支援教室

【

については、平成30

3

年度までの全市小学校

0

での開設に向けた取組

】

を

進めています。

2,668 2,668 0 改善・見直し

(平成20

2

年度)

中 情緒障害等の

特

児童・生徒を対象とし

別

た

通級学級を開設する

支

ことで教育的ニー

ズに

援

応じた支援を行うこと

学

ができます

。

－

級の運営 教育指導課 児

適応指導教室の充実 教

童

育支援課 不登校の児童

・

・生徒が自立し将来的

生

に社会参加できるよう

徒

になることを目標に、

の

一人ひ

とりの課題に応

発

じた指導や支援を行う

達

。適応指導教室に毎日

段

、または児童・生徒の

階

状況

に応じたペースで

や

通ってもらい、指導員

特

との信頼関係を築きな

性

がら、教科学習や体験

を

学

習等により、心理的

十

成長並びに社会性の育

分

成を促す。基本的生活

に

習慣の確立、個に応じ

踏

た学力の定着、自己理

ま

解の促進、主体的に将

え

来を自己決定できる力

、

の育成、進路指導等

を

知

行っています。在籍校

的

や医療・福祉等関係機

障

関と連携し、健全な成

害

長を支える環境づ

くり

、

にも努めています。

3

自

7,251 37,25

閉

1 0 継続実施

(平成2

症

5年度)

上 不登校の児

、

童・生徒の通える場所

情

とし

て、市民・学校に

緒

も周知度が上がって

き

障

ていることや、学年進

害

級や高校進学

により学

の

校復帰を果たしている

そ

ことな

ど、不登校対策

れ

にとって重要な事業と

ぞ

なっています。

Ａ

れ

の実態に応じた教育

3 個に応じた教育支

課

援の

充実

教育支援課 「

程

西東京市教育支援推進

を

プラン」の考え方に基

編

づき、すべての子ども

成

に対して丁寧なア

セス

す

メントに基づく教育支

る

援を行うため、教育支

。

援システムの活用によ

そ

る校内委員会等

の充実

の

や、専門家チーム委員

方

の派遣や指導補助員の

針

配置、就学支援シート

の

の活用等を進

めていま

も

す。また、特別支援学

と

校在籍の児童・生徒に

、

ついては副籍制度を活

各

用して地域

との繋がり

学

を深め、特別支援教育

級

については、さらに市

で

民や教員を対象とした

の

研修によ

って理解啓発

指

を促していきます。

5

導

,575 5,575 0

を

教育支援システムと専

充

門家派遣を活用

するこ

実

とにより、校内で、個

さ

の教育的

ニーズの把握

せ

による一貫した継続的

る

な

支援を行うことがで

た

きます。

Ａ

めに、教員研修などを充実させる。小学校で年２回、中学校で年１回の宿泊学習でのバ

ス借上げの他、中学校の修学旅行先での移動手段としてのバス借上げも行っている。

6,481 6,481 0 継続実施

(平成25年度)

中 児童・生徒の実態に応じた教育課程を

編成し、教員研修などを充実させるこ

とで、本市の特別支援教育の充実を図

ることができる。バス借上げを行うこ

とで、小・中学校特別支援学級の宿泊

学習等を、安全・適正に実施できます

。

Ｂ

【施策内

特別支

の

援学級の運営 教育支援

事

課 固定制の特別支援学

務

級においては、知的課

事

題を主としたＡ学級（

業

小学校）やＩ学級（中

貢

学校）、自閉症の課題

献

を主としたＢ学級（小

度

学校）やＪ学級（中学

判

校）それぞれが、特

性

定

に応じた教育内容を行

】

う学級運営を実現する

創

ため、就学支援委員会

1

での適切な審議と

判断

-

を行う。また、通級制

3

の特別支援学級におい

 

ては、ことばの教室や

学

情緒等通級の指

導内容

校

を必要とする児童・生

教

徒を通級入級委員会で

育

専門的に審議し、効果

の

的な学級運営

を支援し

充

ているます。

0 0 0 継

実

続実施

(平成25年度

総

)

中 学級運営を支える

コ

一つとして、就学支

援

ス

委員会や通級入級委員

ト

会を適切に実

施してい

(

ます。

Ｂ

千円)

事
業
群

26市

特別支

の

援学級の運営 教育企画

　

課 特別な指導を必要と

　

する児童・生徒を対象

：

とした特別支援学級へ

評

の介助員等の配置や送



価年度【28】 事

交通

務

擁護員の配置、ス

クー

事

ルガードリーダー

の配

業

置

教育企画課 西東京市

サ

立小学校の児童の登下

ー

校時に交通擁護員によ

ビ

る通学の案内及び挨拶

ス

・声がけを

行い、安全

貢

を確保するとともに、

献

交通マナーの指導・啓

度

発を通して児童の交通

名

ルール等

の規範意識の

称

向上を図っています。

【

学校や家庭における交

2

通安全指導を継続的に

5

行うと

ともに、保護者

】

、地域の方々の御協力

担

をいただきながら児童

当

の安全確保に努めてい

課

きま

す。

56,717

【

40,099 16,6

2

18 児童の登下校にお

6

ける危険箇所の安全

確

】

保に役立っています。

概

－

要【27】 の評価 施

交通擁護員の

策

配置、ス

クールガード

に

リーダー

の配置

教育指

お

導課 学校の安全・防犯

け

に関する専門的知識を

る

有した地域安全巡回指

位

導員（以下「スクール

置

ガ

ードリーダー」とい

づ

う。）を西東京市立各

け

小学校が主催する学校

【

安全連絡会に派遣し、

3

学校の安全管理体制の

1

点検を行うとともに、

】

学校と子供安全ボラン

水

ティアとが連携した

安

準

全管理の在り方につい

と

て協議し、学校の安全

の

管理に関する取組の充

【

実を図っています

。

 

3

54 54 0 教育委員会

2

が委嘱したスクールガ

】

ード

リーダーを学校に

事

派遣し、学校の巡回

体

業

制の評価等に対する指

費

導・助言を実

施するこ

人

とで、学校の安全管理

件

に関す

る取組の一層の

費

充実を図ることができ

 

ています。

Ｂ

(直近)【29】
 

地

比

域ぐるみの安全体制

づ

較

くりの推進

教育指導課

【

学校や通学路における

3

事件・事故が大きな問

0

題となっている近年の

】

状況を踏まえ、子供

たちが安心して教育を受けられるよう、学校や

教

通学路における子供の

育

安全確保、地域住

民等

相

の参画による地域の実

談

情に応じた取組を有機

機

的に組み合わせて、子

能

供の安全確保の

ための

の

見守り等の支援活動を

充

ICTを通じて行って

実

いきます。

0 0 0 学校

教

、家庭及び地域の関係

育

機関・団体

が連携を図

支

りながら、地域社会全

援

体で

子供の安全を見守

課

る体制の整備が推進

で

幼

きています。

Ｂ

児から高校生年齢の子ど

事業の合計

も

886,291 753

と

,347 132,94

そ

4

の家族に対し、丁寧なアセスメントに基づく一人ひと

りのニーズの把握、及びその上での適切な教育支援を行っていくために、臨床心理士等

の専門家が、子ども・保護者・教員等の相談に応じる。相談者が来所する方法と相談員

を派遣すアウトリーチの方法により、就学支援や心理的支援、スクールソーシャルワー

ク等、アセスメントや状況に応じ、多様な対応をしています。また、社会問題化してい

るひきこもりへの対応や未然防止のため、不登校ひきこもり相談室を運営しています。

79,182 79,182 0 継続実施

(平成25年度)

中 子ども自身及び背景の理解を捉えつつ

、その時々の子どもや保護者の思いや

状況を深く理解し、適切な支援を提供

するために、臨床心理学的、教育的専

門的領域を担い、子どもた

【

ちの健全な

成長の促進

施

に貢献しています。

Ａ

策内の事務事業貢献度

4 地域ぐるみの

判

安全体制

づくりの推進

定

教育企画課 児童の登下

】

校時の安全を確保を強

創

化するため、地域ぐる

1

みの学校安全体制づく

-

りに取り

組む学校を支

3

援しています。保護者

 

、地域の住民・団体等

学

と連携して学校安全体

校

制の推

進に取り組む学

教

校に対し、その取組に

育

必要とする用品の購入

の

費用を予算措置してい

充

ます

。

市立小学校18

実

校中11校の通学路に

総

、１校当たり防犯カメ

コ

ラ５台、計55台を設

ス

置しました

。設置校は

ト

、田無小、保谷第一小

(

、保谷第二小、谷戸小

千

、碧山小、栄小、谷戸

円

第二小、

東小、柳沢小

)

、住吉小、けやき小で

事

す。

40,344 15

業

,417 24,927

群

地域全体が見守り意識

2

の共有を図るこ

とがで

6

き、児童の安全に一体

市

的に取り

組む地域であ

の

るというPRになり、

　

地域

の見守り体制の構

　

築に寄与することが

で

：

きます。

Ｂ

評


